
 

 

 

 

 

 

ロータリー月間   今月： 青少年奉仕 月間    来月： ロータリー親睦活動 月間  

 
 

５月１５日の例会より 

『 地区研修・協議会報告(2) 』 
    

２．クラブサポートについては、水戸 RC 長  

野委員長から、クラブの戦略計画、RLI の導  

入支援、規定審議会の情報提供、新会員向け 

オリエンテーションについて説明  

           ３．公共イメージに  

ついて、白田氏から、 

なぜ公共イメージと 

認知度の向上が必要 

かの説明。ロータリ 

ーとは何か、なぜロ 

ータリーは大切なのか、ロータリーの活動を 

人々に伝える方法を考え直す必要がある。  

４．HP の運営について東海那珂 RC 佐藤委員 

長より、地区 HP の充実、IT 情報の提供、地 

区 HP 会員閲覧促進、ロータリー情報館の活 

用について説明 

 大髙クラブ総括委員長からロータリー賞の 

取組みについてチャレンジシートで説明。 

 

＜石 君平 社会奉仕委員長＞ 

（Ⅰ）佐川地区社会奉仕委員長の説明 

１． 各クラブの実施した奉仕活動を USB に 

まとめたので本日配布するので参考に。 

月  日 プ ロ グ ラ ム 担  当  ５月１３日 出席報告 

 ５月２１日 三団体合同例会 会長・幹事 会員数 出席者 欠席者 

 ５月２９日 青少年月間卓話 青少年奉仕委員会 ３０ １７ １１ 

 ６月 ５日 年度計画フォーラム 会長 出 席 率 60：71 % 

 ６月１２日 次年度への引継ぎ 各委員会 前々週訂正 85：19 % 
 
事 務 所 ： 〒318‐0033 高萩市本町 2‐65 

常陽銀行高萩支店内 TEL/FAX ： 0293-24-0505 

会    長 ： 福田 文乃 

幹    事 ： 大河原 浩 

■URL https://www.takahagirc.jp 例    会 ： 毎週水曜日 12 :30～13:30  

 公共イメージ委員: 田所和雄 石平光 上田良三 小森勇一 

大髙司郎 石君平 花園文熙 棚谷 稔 鈴木直登 

 

 

 

 

＜田所 和雄 クラブ奉仕Ⅰ委員長＞ 

           分科会のリーダー

は大髙司郎地区ク

ラブ奉仕総括委員

長で、将来性・継続

性を重視したクラ

ブの育成強化と会

員増強・維持の支 

援が地区委員会の任務である。 

 会員増強については、ロータリーの三要 

素（親睦・学び・奉仕）の価値を正しく語っ 

て勧誘することが大事である。 

 会員増強委員会の進め方として、会員増強 

は、会長と委員長の決意が大事であり、会員 

全員の責務であるが、他人任せにしない。 

 新会員の入会はクラブの活気を維持し、地 

域社会でのロータリーの奉仕力が高まる。 

① 新入会員の増加②会員の育成③会員の 

退会防止に努め、高萩 RCは純増 2名で 32名

の会員とすることが当面の目標と考えます。 

 「議論だけでなく行動を」、まずできるこ

とから始めようということです。 

 

＜石 平光 公共イメージ向上委員長＞ 

１．会員増強については、北茨城 RC 村田委

員長から説明 
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国際ロータリーのテーマ 

 

四つのテスト 
言行はこれに 

照らしてから 
1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 



２．財団委員会と合同
で、地区補助金申請を
チェック 
３．地区大会で友部 RC 

「ボランティア褒賞」
が地区社会奉仕功労賞 

（Ⅱ）木村地区職業奉仕委員長が職業奉仕に
ついて解説 
1. ロータリーの目的と第 2モットー 
2. 職業分類の原則 
3. 近江商人「三方良し」の倫理観はロータ

リーと同じ 
4. 四つのテスト 
5. 職業宣言」 
6. 例会をとおして奉仕の心を育み、高潔性

をもって、人のため世のため尽くす 

 
＜花園 文煕 国際奉仕委員長＞ 

石井地区国際奉仕委
員長から説明 
 地区では、世界社
会奉仕と国際交流共
同の二つの委員会を
柱に活動している。 
 地区ではタイとフ

ィリッピンに担当者を配置している。 
＊第 2820地区では独自に「この指とまれ」プ
ログラムを進めている。 

この指とまれの流れは、提唱クラブ募集⇒
提唱プレゼンで賛助募集⇒提唱クラブに賛助
金贈呈 
＊グローバル補助金――国際親善のグローバ
ル補助金使用による奨学金候補者の申請 
＊国際親善、友好地区との交流ついて各クラ
ブから説明 
 
＜大河原 浩 志少年奉仕委員長＞ 

＊川上地区総括委員
長から、青少年奉仕
について説明があり、

その後、「インターア
クト」、「ライラ」、「ロ
ーターアクト」、「青
少年交換」の各委員

会の概要説明 
＊高貫インターアクト委員長 
インターアクトクラブは現在 5 校にあり、地
域でのボランティア活動、異文化交流、国際
親善を通じて国際感覚を養っていくとともに
地域のリーダーとなる人材を育成する目的 
＊ローターアクト間下委員長 
地区の 9クラブの紹介 

＊根本地区青少年交換委員長 
青少年交換とは、異文化を理解し国境を越え
た友情と信頼を築く機会をもたらすことで、
世界の平和を実現する事業である。 

長期インバウンド：フランス、アメリカ、タ 
         イ 
長期アウトバウンド：フランス、アメリカ、 

タイ 
 
＜鈴木 直登 ロータリー財団委員長＞ 

 地区財団委員とし
て、毎月筑西市での会
議出席は大変でした。
財団の資金管理を担
当しました。 
 クラブからの補助

金にかかる事業支出や領収書の一字一句をチ
ェックをするのは大変な作業で、第 1 分区 7
クラブ分の中身の精査をしましたが、合計が
合わないとかいろいろありました。 
 財団については、クラブとしてどう関わっ
ていくか考える必要がありますし、ポリオや
留学生派遣もあり、間口が広い部門ですので、
皆さんのご理解を願います。 
 
＜沼田 操 米山奨学会委員長＞ 

 次年度第 2820 地
区では、奨学生 30名

（内第 1 分区は 2 名
で日立と日立南 RC）
で、筑波大の学生が
多く県南のクラブの
受け入れが多い。 

 米山奨学会委員長の任務は、特別寄付金
20,000円の協力要請でありますので、今年度
の未達者はよろしくお願いします。 
 
 
＜会長挨拶＞ 

 5 月は青少年奉仕月間です。ロータリーの

友から、奈良県あすか RC の話をします。 

15 年前、奉仕の大切さを次世代に引き継ご
うと若い人を募集、会員の家族、企業の職員
に呼びかけ、3 人で「チームアスカ」として
スタート。現在、学生、社会人、外国人研修
生など 100 名以上の登録メンバーで、奉仕活
動を行っている。異なる環境にいる青少年が
事業を作り上げていく過程を大切にし、達成
感を味わえるよう毎年テーマをもって事業計
画を立てている。 

 チームアスカのメンバーの一番心に残って
いる活動は、東日本大震災で、被災した人々



の移動手段として、奈良県内から不要な自転
車を集めメンテナンスを行い寄贈し、一日も
早い復興を願ったことで、その後、東松島市
の被災地を訪れ復興支援として、子供の夏祭

りの手伝いをしたことでした。 

 アスカの一員として気付いたことは、人は
みな、心、気持ちでつながっている、人と関
わるとき、相手に寄り添い、思いやる気持ち
をもって接することを心掛けているそうです。
貴重な体験が、自分を成長させていることを
感じているそうで、素晴らしいことですね。   

そのように思える、感じることが出来るア
クト会員がいるアスカ RC は立派なクラブで
しょう。 

  

＜幹事報告＞ 

① 中村ガバナーエレクト事務所より、公式訪
問、IM,各研究会、地区大会、2020-21 年
度三大セミナーなどの予定表が届く 

② ロータリー日本財団より、寄付明細 

③ 地区クラブ奉仕総括委員長より、卓話派遣
依頼の受付書が届く 

④ 米山奨学会事務局より、米山奨学生カウン
セラー対象のアンケート協力依頼 

⑤ 県北ＲＡＣより、5 月の例会案内、27 回地
区大会の礼状が届く 

⑥ 高萩 RC の新 HP の開設と会報送付先とスマ

ホにショートカット作成について 

 

＜鈴木直登 プログラム・雑誌委員長＞ 

 幹事報告とおり、高萩 RC の HP が改めら
れました。あとでそちらを見てください。会
報のペーパーレス化の一助になればと思って
います。なお、従来通り事務局で何部かは印
刷しておきます。 

 5 月号「月信 12 頁」に掲載されています。 

 

＜鈴木啓志創立 50 周年実行委員長代行＞ 

 4 月の理事会で、
高萩 RC 創立 50 周

年実行委員長に上
田さん、代行に私が
指名されました。 

先週 5 月の理事会
に提案したことを

報告します。 

 50 周年事業は、全会員のもとで、全会員一
致で行いたいと思います。 

＜担当委員会設置について＞ 

１． 総務委員会 

２． 渉外担当委員会 

３． 式典・祝賀委員会 

４． 記念事業委員会 

５． 資金計画委員会 

６． 記念誌委員会 

早急に委員長以下を指名し、全会員の

組織としますので、ご協力願います。 

なお、記念式典の実施日は決定しております。 

  2020 年 10 月 25 日 国民宿舎「鵜の岬」 

 

＜メークアップ＞ 

5/12 第 2820 地区 DL「パート１」 

 小森 勇一、大髙 司郎 

 

≪ニコニコＢＯＸ≫ 

花園文煕さん：次年度への対応に入り会長エレクト、

幹事エレクトご苦労様です。 

小森勇一さん：12 日、ロータリーリーダーシップ研修

会に行ってきました。おもしろい研修会でした。 

福田文乃さん：暑くなったり、寒くなったり、変な天

気ですね。体調には気を付けてください。 

石君平さん：新一万円札の「渋沢栄一」の資本主義の

話の中に、ロータリーの理念に相通じるものがあ

ります。 

鈴木啓志さん：例会場の 3 階はきついですね・・・ 

沼田操さん：雨が欲しいですね。田植えがなかなか終

わらないですね。 

上田良三さん：血糖値 128。非常に良い数値です。 

本日の例会参加は楽しく思える例会になると思い

ます。 

大髙司郎さん：オリンピックチケットを申し込み、あ

とは祈るばかりです。 

大河原浩さん：かぜをひきました。皆様お気を付けく

ださい。 

田所和雄さん：気候が良いので、朝のウォーキングを

始めました。早起きして、続けたいと思います。 

鈴木直登さん：「戦争で失った領土は戦争で取り返そ

う」「今なら勝てる」こんな理屈があるんだ。 

石平光さん：次年度地区研修・協議会報告ご苦労様で

す。 

 石川武信さん、江尻寛さん、鈴木国男さん、 

 櫻井高志さん、菱川健司さん 

本日計 17,000 円 累 計 768,300 円  

 

≪ロータリー財団寄付≫ 

本日計  1,000 円 累 計 621,740 円 

 

≪ポリオプラス寄付≫ 

            累 計  42,780 円 

 

≪米山記念奨学会寄付≫ 

本日計 19,000 円  累 計 468,200 円 


